
 

 

 

 

 

 

 

 今年度から「国際交流事業」としてスタートした台中市清水國小学校と本町の清水小

学校、御影小学校との交流授業の２回目が、３月８日（御影小学校）、１０日（清水小

学校）に行われました。２回目で、事前学習や準備ができたこともあり、子どもたちは

積極的に学校のことや地域のことなどを紹介したり、台湾の子どもたちの質問に答えた

りしていました。何より、元気にそして笑顔で交流していた様子が印象的でした。 

 この後、今年の取組を振り返り、次年度の交流授業の実施計画を作成する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月７日に清水ＣＳ委員会、８日に御影ＣＳ委員会が、それぞれ開催されました。（まん

延防止等重点措置期間中ではありましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をと

って実施しました。） 

 会議では、➀幼稚園や小・中学校の今年度の経営のまとめ（グランドデザインの診断編を

活用）の説明 ➁小中一貫教育の進捗状況報告（事業報告や成果 

と課題） ➂ＩＣＴ教育の現状（教育委員会の取組、各校での実践 

～授業での活用や家庭への持ち帰り、オンライン授業等）  

➃熟議～□幼稚園や学校の経営について  

□ＣＳ委員会としての取組について等について 

説明及び協議しました。 熱心に熟議をいただき 

ました委員の皆様に感謝いたします。 

令和４年３月１４日 

文責 山下 勇 

 


